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時）は「世界の食糧価格高騰の一因は米国の総人口を上回るインド人中間層の生活が豊かになり栄養をと ようになったからだ」と発言し、インド国内で激しい反発を招いた。本稿ではインドの主 を紹介しながら、食糧危機との関係にも触れてみた 。●主要穀物の消費分布
　日本の約九倍の国土を持つインドでは気







はマイダと呼ばれる製粉を発酵させて土釜（タンドール）で焼いたナーンが必ずメニューにある。しかし、インドの一般家庭に通常タンドールはないのでナーンにお目にかかること まずない。全粒粉（アーター）を発酵させずに耳たぶほど柔らかくなるまで水を混ぜて丸め、麺棒等で薄く円形に延ばす。その両面を平鉄板で焼くチャパティー、油 揚げて風船のように膨らませるプーリー、生地 油（お好みで野菜類等も）を練り込み折り畳んでから再びのばして焼くパラ タ が一般的である。小麦




























ており、州により受益世帯の選定、分配・価格設定を含めた実際の運営に大きな違いが見られる（参考文献①） 。とりわけ 貧困者比率の高い州でＰＤＳの利用が低く、栄養・保健関連の指標も低い。それ以外州でも受益者の選別をめぐる不透明性、流通や配給に伴う利権の存在が指摘される。筆者のデリーのスラム調査でも、配給カード取得のための複雑な行政手続き 当局に袖の下を使う必要性から、相対的に所得低い家計でカードを取得していないケースが多かった。また、流通ルートで 商品横流しも少なくないようで、公正価格店には商品が常備ストックされておらず、公定価格でも販売されてい かった。●食糧安全保障の課題
　インドは一九九〇年代中盤から米、
二〇〇〇年代からは小麦の輸出を開始しこれには、過剰になったＰＤＳ在庫が輸出によって処分された背景がある（参考文献③） 。中央政府の食糧買取価格が農民 圧
力で高値に設定されたために州への売渡価格も引き上げられ、市場価格との差が小さい低品質のＰＤＳ商品は消費者に避けられたのである。現在、インドは世界有数 米輸出国であるが、輸出よりもＰＤＳの備蓄確保が優先され 実際 今年前半に総選挙を控え、昨年政府は非バスマティー米、小麦等の輸出を禁止した この措置は世界の米価格の上昇に影響を与えたと見 る。
　近年、穀物生産性の伸びの頭打ち傾向が
明らかになっている。今後の食糧自給には灌漑の普及や電化が進んでいない開発後進地域での生産増大が重要な鍵を握るだろう。農業生産へ 投資の必要な州とＰＤＳ利用の低い州は重複する。 需要がすで 微減傾向を示しはじめるなか、後進州で開発と食糧安全保障を進める難題が残されている。
（つじた 　ゆうこ／アジア経済研究所地域研究センター）
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